
今回の第22回参議院選挙は

６月24日に公示され、17日間

に及ぶ選挙戦が繰り広げられ

た。実は、今回の選挙では全

国区の藤井氏（自民党、63歳、

東大卒）以外にも、地方区の

薬剤師候補として千葉選挙区

から清水哲氏（日本創新党、

45歳、東邦大卒）、徳島選挙

区から吉田ます子氏（民主党、

50歳、九大卒）、熊本選挙区

から本田あきこ氏（みんなの

党、38歳、星薬大卒）が挑ん

だが、議席には届かなかった。

昨年、当時与党の自民党が

衆議院議員選挙で惨敗し、民

主党等に政権を譲って以降、

多くの医療関連の政治団体は

自民党支持か、民主党支持かで揺れた。日本

医師会では会長選挙の争点になったほどで、

従来自民党を支持してきた執行部に、民主党

支持を訴えた原中勝征氏（茨城県医師会長）

が初当選。これを受け、医師会の政治団体は

自民党公認を含め３党の候補者を推薦・支援

した。結果としては３氏とも票が伸びず全員

落選。1974年以来、守ってきた「組織内議員」

の議席を失った。

一方、日本薬剤師会の政治団体「日本薬剤

師連盟」は、旧来からの自民党支持を

貫き、その推薦候補である藤井氏は党

内比例８位の14万5700票余を獲得し、

２期目の当選を果たした。

藤井氏は９年前に参院で初当選し、

任期中に薬学教育６年制などに取り組

んだ。古巣である厚生労働省の政務官

も務めたが、民主党が躍進した３年前

の改選で、16万8000票余の記名投票を

得たものの惜敗。その後、今年５月末

まで15カ月をかけ、全国の支持者を回

った。

６月24日の公示に合わせ、都内ホテ

ルでの出陣式を終えて選挙戦へと飛び

出し、実に20都道府県を駆けめぐり、支持者

に政策を訴えた。

政界復帰を果たした藤井氏は、「応援いた

だいた薬局、病院薬剤部、メーカー、卸など、

薬に関係する多くの皆さんから意見をうかが

う中で、必ずしも現場の声が政治に届いてい

ないと感じた。この３年間、薬の専門家が参

院に１人もいなかったが、今回そうした環境

を変えるきっかけを作っていただいた。薬剤

師として６年間、積極的に発言していきたい」

との抱負を語った。

中でも藤井氏は、前回の任期中に改正した

薬剤師法、薬事法、医療法の施行状況の検証

に意欲を示す。また「薬学６年制が日本社会

に定着し、薬剤師職能が、より医療の向上の

ために使われるようになっていくか、見てい

きたい。また、４年制が併存する仕組みがう

まく動いていくか、見極める必要がある」と

も指摘する。

昨年施行された一般薬の新販売制度をめぐ

っては、「法改正で意図したセルフメディケ

ーションの振興に本当につながっているの

か」との問題認識を示す。さらに、「４月以

降、薬価引き下げなどの影響で、個店での薬

局経営が厳しくなっていると聞く。医療提供

施設として薬局業務が全うでき、健全な経営

ができる環境整備が必要」と語る。

なお、衆議院では与党・民主党の三井辨雄

（北海道２区）、逢坂誠二（北海道８区）、樋

口俊一（近畿比例区）の３氏が、また野党自

民党では松本純氏（神奈川１区）が薬剤師議

員として活躍している。
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参議院にただ１人の薬剤師議員が誕生し

た。正確には、薬業界の統一候補として前回

の参院選で惜敗した藤井基之氏（自由民主党）

が、３年ぶりに政界復帰を果たした。これで２期目となる。第175回臨時国会が７月30日に召

集され、藤井氏ら当選した議員が初登院。政界復帰に当たって、藤井氏は「この３年間、薬

の専門家が参院に１人もいなかった。今回、そうした環境を変える条件を作っていただいた。

薬剤師として、６年間積極的に発言していきたい」と抱負を語る。
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当選を祝して万歳三唱


	Button1: 


